
資料２

ＪＦＥスチール㈱のＪＦＥスチール㈱の
使用済みプラスチック再資源化への取り組み使用済みプラスチック再資源化への取り組み

JFEスチール株式会社 総合リサイクル事業センター

センター長 林 明夫

２００４．１１．１１

産業構造審議会環境部会廃棄物・リサイクル小委員会容器包装WG（第12回）
中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会（第23回）
合同会合（第5回）資料

１．はじめに

JFEスチールの概要

再資源化の基本方針

２．鉄鋼業における容リプラ利用の現状

３．JFEの容リプラ・高炉吹込みの現状

４．JFEの材料リサイクルの現状

５．容リ法改正に向けた要望



はじめに：JFEスチール株式会社の概要

2003年4月1日設立
川崎製鉄㈱とNKKとの経営統合

2003年粗鋼生産量 ２７００万トン

（世界 第４位）

2003年4月1日設立
川崎製鉄㈱とNKKとの経営統合

2003年粗鋼生産量 ２７００万トン

（世界 第４位）

西日本製鉄所

東日本製鉄所

再資源化の基本方針

鉄鋼業のインフラ（設備）と技術を活用し

未利用資源を効率的に

リサイクル・製鉄原料化する事業により

循環型経済社会の構築に貢献する。

鉄鋼業のインフラ（設備）と技術を活用し

未利用資源を効率的に

リサイクル・製鉄原料化する事業により

循環型経済社会の構築に貢献する。



有効利用

55%

＜2002年度＞

焼却
173

熱利用
127

発電
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高炉・ｺｰｸｽ・油化等
25

固形燃料
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再生
152 埋立て

276 未利用
45%
449万t

使用済プラスチックの発生量と利用状況

総発生量
990

(万ｔ/年）

出典：プラスチック促進協会HP

プラスチック容器包装の再生利用方法

コークス
47%

＜2003年度＞

再商品化量
26

(万ｔ/年）

容リプラ処理量 37万t／年

高炉
23%

ガス化
11%

材料
17%

油化
2％

出典：日本容器包装リサイクル協会HP

材料リサイクル

鉄鋼業での再生利用

20万t、７７％

(省資源）
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鉄鋼業による容リプラの再商品化推移

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度

高炉原料化

コークス炉
原料化

材料

ガス化

油化

83 ％

85 
％

77 ％
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（財）日本容器包装リサイクル協会
HPより作成

製鉄プロセスと使用済プラスチック利用

溶銑

原料炭

微粉炭

転炉ガス

高炉ガス

タール、ｺｰｸｽ炉ｶﾞｽ

コークス

鉄鉱石

高炉

転炉コークス炉

圧延工程

ガスホルダー

製鉄所内各工場
や発電所へ
エネルギー供給

鉄鋼製品

プラスチック



製鉄プロセスにおける使用済みプラ利用技術

JFEスチール株式会社

クリーン・ジャパン・センター

資源循環技術・システム表彰（2004年10月）

経済産業大臣賞

（財）大河内記念会第５０回（2003年度）

大河内記念生産賞

地球温暖化防止活動大臣表彰（1999年度）

環境庁長官賞

使用済みプラスチック
高炉吹き込み

使用済みプラスチック
高炉吹き込み

新日本製鉄株式会社
日経新聞 地球環境技術賞(2003年度）

発明協会 全国発明表彰(2003年度）
発明賞

ウェステック大賞 (2002年度）
環境大臣賞

グッドデザイン（新領域）賞（2002年度）

原料炭(石炭）代替

省資源、 CO2削減

原料炭(石炭）代替

省資源、 CO2削減

使用済みプラスチック
コークス炉への装入

使用済みプラスチック
コークス炉への装入

使用済みプラスチックの
高炉における還元材としての役割
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ベール中の約ベール中の約33～～6%6%を占めるを占める 塩ビやや金属などの除去が必須

ボトル等容器 袋、フィルム等

市町村から回収されるベール

袋・ﾌｨﾙﾑ
53%

容器
22%

トレー 5%

ボトル 6%

緩衝材
2%

金属・紙、その他
8%

3～6PVC、PVDC

19～35ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

32～47ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

0～5PET

26～27ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ

含有率(%)材質

容リプラの形状と材質

固形プラ 6%

高 炉

固形

吹 込

受入・貯蔵

① 種々雑多な形態が混合

② 原料として不適な異物あり

③ 塩化ビニルを含む

① 種々雑多な形態が混合

② 原料として不適な異物あり

③ 塩化ビニルを含む

特 徴

① フイルム・固形プラ分離

② 異物(金属／ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ等）の除去

③ 破砕

④ 塩ビ分離

⑤ 高炉に吹き込み易い造粒

① フイルム・固形プラ分離

② 異物(金属／ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ等）の除去

③ 破砕

④ 塩ビ分離

⑤ 高炉に吹き込み易い造粒

処理技術

容リプラの特徴と高炉原料化処理の処理フロー

解 砕

フィルム・固形分離

破 砕

風力・磁力選別

破 砕

フィルム

塩化ビニル分離

造 粒

破 砕 手選別・異物除去



東日本製鉄所（京浜地区）

使用済みプラ高炉原料化工場

西日本製鉄所（福山地区）

高炉

羽口

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
C+H

銑鉄
Fe

鉄鉱石
Fe+O

コークス
C

吹込設備

固形プラ

破砕機
貯留槽

塩ビ分離装置

乾燥機

フィルム系プラ

塩ビ

造粒機

高炉原料化プラスチック

容リプラの高炉原料化フロー

破砕機

手選別／
異物除去



2003年 日本全国の容器・包装プラスチックの２２％を再生処理
2003年 使用済みプラスチックを再生処理実績

年間 １２万㌧、、累積 ５２万㌧
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産廃ﾌﾟﾗ開始
1996年10月

容器包装ﾌﾟﾗ開始
2000年4月

JFEの使用済みプラスチック利用の推移

0 2 4 6 8 10 12

コークス代替量 12万t

使用済プラ利用による省資源効果

省資源効果省資源効果

使用済みプラ利用量10万t（2003年度）

使用済みプラ利用量 10万t

使用済みプラ処理量 12万t



使用済みプラ利用によるCO2削減効果（LCA評価）

混合
収集

混合ゴミ

製鉄プロセス 鋼材

電力

A 通常プロセス

発電
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原料
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分別
収集

プラ以外

製鉄プロセス 鋼材
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B 再利用プロセス

発電

通常
原料

廃プラ

中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会（第19回）ヒヤリング資料（平成16年8月19日）
(独）国立環境研究所 循環型社会形成推進・廃棄物研究センター 森口氏 より転載

焼却発電・埋立

焼却発電・埋立

都市
ゴミ

前提：都市ごみ1000kg(廃プラ65kg混入）を焼却処理する場合

と廃プラを分別収集し再利用する場合の比較
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使用済みプラ利用によるCO2削減効果（LCA評
価）

10万tの廃プラ利用で 17万tCO2削減

1tの廃プラ
利用で

1.7tCO2削減

中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会（第19回）ヒヤリング資料（平成16年8月19日）
(独）国立環境研究所 循環型社会形成推進・廃棄物研究センター 森口氏 より転載



JFEによる材料リサイクルの現状

再生プラスチックコンクリート型枠パネル

日本建築センター
新建築技術認定書
2003年9月26日交付

県グリーン品目の認定
宮城県（ 2003年10月1日）
愛知県（ 2003年12月4日）

代替型枠
１ア ル ミ 製

50N F ボ ー ド

7プ ラ 製

70鋼 製

10,500南洋材 ・複合板合板型枠

使用量 万枚／年パネル素材区 分

コンクリート型枠パネルの市場規模

狙い 使用済みプラスチックのカスケード利用
（マテリアルリサイクルした後にケミカルリサイクルで使用）

（マテリアル ＋ ケミカル 高度有効利用）

熱帯雨林材の保護
建築廃材の削減

化石資源の節約・CO2削減



（設備製造能力 200万

枚）

ＮＦボードの構造と製造ライン

軽量発泡構造

高剛性表面層構 造

製造ライン

NFボード工場

粒

型枠大工

＜高炉原料化工場＞

＜ＮＦボード製造工場＞

副原料

＜ユーザー＞

ﾍﾟﾚﾀｲｻﾞｰ

ＮＦボード

成形機

一部を製鉄原
料として利用

コンパネ向ベール

破砕・除去

使用済コンクリートパネルを

製鉄原料として利用

（設備製造能力 200万

枚）

ＮＦボードの構造と製造フロー



納品車で引取

ＮＦボード使用

ＪＦＥ

型枠大工

ＮＦボード製造

製鉄所

使用後ボード

ＮＦボード販売

会員制によるボード販売と使用済みボードの有価買取

使用済ボードを
有価買取

製鉄原料
として利用

会員制販売・有価買取
（ＮＦボード友の会） ｸﾞﾘｰﾝ建材㈱

鹿島建設
大成建設
清水建設
が出資

NFボードのリサイクルシステムの特徴

材料リサイクルと高炉法（ケミカル）

の組み合せ

製造時の残渣や使用済みボードを製鉄原料として利用

会員制販売／有価買取システム

使用済みボードをユーザ会員から有価で買取

（本年9月より）

高度有効利用率
（カスケード利用）

完全リサイクル化
9万枚／月と3倍に拡大



容リ法への要望

契約年度内におけるグループ内運用の弾力化・柔軟化
トラブル時に手法間／処理事業所間のスイッチを可能とする

新増設設備に対する技術審査時期の見直し
前年9月末 設備有効利用の観点から
運転可能状態 審査時期の後倒し

リサイクル商品の需要に応じた原料供給
一回の入札で一年間の原料供給が決るシステムの見直し

制度の安定性・継続性
制度の安定性を前提に大型投資を実施
不安定な制度では大型投資に踏み切れない

リサイクル製品の利用支援
グリーン調達の指定
指定要件（市場浸透度の20～30％） の見直し
ＪＩＳ化

審議会の委員への再商品化事業者の参加

全ての関係者の意見が反映された容リ法改正へ



おわりに

住民の皆様と自治体の方々により分別収集

された容リプラは貴重な資源です。

この資源が省資源やCO2削減に

最大限活かされるリサイクルシステムの

構築をお願いします。


